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カラムシ 

 

 

 

 

 

 

 

お盆用品 

 

 

 

 

 

 

 

マコモうま 

七夕にはマコモう

まを飾り、お盆には

カラムシの芯の「苧

殻」を迎え火で焚

き、マコモで編んだ

筵の上に胡瓜と茄

子で作った馬と牛

を飾る。 

 

 

 

 

 

 

 

葉に集まるアリ 

アカメガシワの葉には蜜

腺があって、アリが来

る。アリは葉の上をくま

なく歩くので、アカメガ

シワは蜜を出すことで葉

を食べる虫から守られて

いると考えられる 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒメガマ 

 

 

 

 

 

 

 

宿題： 

 

 

 

 

 

 

 

ショウジョウトンボ雄 

 

 

 

 

 

 

 

ショウジョウトンボ雌 

ウスバキトンボは熱帯で

生まれ、北へと旅をする。 

世代交代を繰り返しなが

ら、さらに北へと進み、7

月くらいに関東に到達。 

秋になって寒くなると死

に絶える。一方通行しか

できない種。 

 

 

 

 

 

 

 

ウスバキトンボ 

尾の近くに出っ張りがあ

ることから、ウチワヤン

マの名がついた。水辺の

見晴らしのよいところに

止まる。 

チョウトンボは高いとこ

ろをひらひら飛ぶ 

ウチワヤンマ 

ウチワヤンマは水辺の見

晴らしのよいところに止

まる。 

チョウトンボは高いとこ

ろをひらひら飛ぶ 

コシアキトンボのメスは

木の間で休む 

 

 

 

 

 

 

 

チョウトンボ 

 

 

 

 

 

 

 

コシアキトンボ雌 

 

 

 

 

 

 

 

コガネグモ 腹側 

ツユクサのおしべは 3 通

り。飾りと本物、よく見て

みよう！ 

青い花弁からとった染料

は「青花」と呼ばれ、友禅

染の下書きに使われる。 

 

コガネグモ 

 

 

 

 

 

 

 

ジョロウグモ幼体 

クモはまだ、ジョロウグ

モは小さい。巣の張り方

に特徴がある。 

巣を張るクモの多くは頭

部を下にし、腹側を見せ

ている。 
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